
編集後記編集後記
梅雨、真っ只中ですね…☂ 合間の晴れも、ジメジメとしていると気が滅入ります…

こんな時は、身体もお疲れモードかもしれません。こまめに休息を取りましょう✿(や)

6月21日（金）に、総合学習「一関再発見」の
一環として、一関市立山目小学校4年生の生徒86
名が「あいぽーと」に見学しに来てくれました。
北上川の歴史や過去に発生した水害の映像、一

関遊水地事業の役割、災害への備えなどの講義を
行った他、館内の見学を通して治水対策の重要性
を学んでもらいました。

質問の時間には、「カスリン･アイオン台風には、なぜ女性の名前が付いているのか？」や「な
ぜカスリン･アイオン台風が立て続けにきたのか？」などの質問がだされ、みなさん積極的に学習
に取り組んでいました。

一関遊水地について学習

災害対策室の役割について学習 展望室から河川施設について学習

この運動は、毎年7月1日から7月31日まで行って
おり、身近な自然空間である河川への国民の関心の高まり
に応えるため、地域住民、市民団体と関係行政機関等によ
る流域全体の良好な河川環境の保全・再生への取り組みを
積極的に推進するとともに、国民の河川愛護意識を醸成す
ることを目的としています。

絵手紙募集!！
「河川愛護月間（７月１日～７月３１日）」における広報活

動の一環として、平成１８年度より同月間推進事業として絵手
紙作品を募集してきました。令和元年度も、昨年度に引き続き、
絵手紙を未就学児から一般の方まで広く募集しています。
詳しくは、国土交通省ホームページをご覧下さい。
http://www.mlit.go.jp/river/aigo/pdf/r01_etegami.pdf


